
  

 平成２７年度第３四半期決算について

                                                                            平成28年1月28日
                                                                            北陸電力株式会社

本日、「平成28年3月期　第3四半期決算短信」を東京証券取引所に提出しましたので、

お知らせいたします。

【販売電力量】

　当第3四半期（4～12月）の 販売電力量は、196億90百万キロワット時となり、前年同期

 に比べ1.0％の減少となりました。

【連結業績の概要】

　 売上高（営業収益）は、販売電力量が減少したものの、北陸電気工事(株)を連結子会

社に追加したことなどから、 3,977億円（対前年同期：89億円増）となり、これに営業外

収益を加えた経常収益は3,998億円（同：82億円増）となりました。

　また、 経常利益は、販売電力量の減少や石炭火力発電所の稼働減はあったものの、水

力発電量の増加や設備関連費の減少などから、 261億円（同：69億円増）となりました。

　これに、渇水準備金を引き当て、法人税等を計上した結果、 親会社株主に帰属する四

 半期純利益は137億円（同：37億円増）となりました。

【平成27年度 連結業績予想】

　10月29日に公表した業績予想を以下のとおり修正しました。

　 販売電力量につきましては、１月初旬までの暖冬影響による暖房需要の減少などか

ら、通期では277億キロワット時程度と、前回公表値から 3億キロワット時下方修正いた

しました。

　 連結売上 高 （営業収益）につきましては、販売電力量の減少などを踏まえ、5,450億円

と、前回公表値から 50億円下方修正いたしました。

　利益予想につきましては、これまで未定としておりましたが、最近の需給状況などを

踏まえ予想値を算定いたしました。

　 経常利益は250億円程度、親会社株主に帰属する当期純利益は110億円程度になるもの

と見込んでおります。

　なお、配当予想につきましては、通期の業績などを慎重に見極めていく観点から、引

き続き未定としております。

以  上

 



１．販 売 電 力 量

平成27年度 平成26年度
４～12月 ４～12月

(A) (B)

販 売 電 力 量 196.9 198.8 Δ1.9 99.0% 
（注）小数第一位未満四捨五入

２．連 結 決 算

平成27年度 平成26年度
４～12月 ４～12月

(A) (B)
売 上 高
（営　業　収　益） 3,977 3,888 89 102.3% 

経 常 収 益 3,998 3,915 82 102.1% 

経 常 費 用 3,736 3,723 12 100.3% 

経 常 利 益 261 192 69 136.3% 
親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益 137 100 37   137.9% 
（注）億円未満切捨
※平成27年度より「四半期純利益」から「親会社株主に帰属する四半期純利益」に名称変更。

３．個 別 決 算

平成27年度 平成26年度
４～12月 ４～12月

(A) (B)
売 上 高
（営　業　収　益） 3,629 3,746 Δ117 96.9% 

経 常 収 益 3,651 3,772 Δ121 96.8% 

経 常 費 用 3,452 3,616 Δ163 95.5% 

経 常 利 益 198 155 42   127.2% 

四 半 期 純 利 益 107 77 30   138.9% 
（注）億円未満切捨

４．平成27年度業績予想および配当予想
　平成27年10月29日に公表した予想値を修正しました。
　なお、期末配当につきましては、通期の業績などを慎重に見極めていく観点から、引き続き
未定としております。

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

平成28年1月28日
北陸電力株式会社

平成27年度 第３四半期決算の概要

(単位：億kWh)

(単位：億円)

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

(単位：億円)

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

期 別

項 目

項 目

期 別

項 目

期 別

※

連　　結 個　　別 連　結 個　別 連　結 個　別

5,450億円程度 4,950億円程度 5,500 5,000 5,327 5,130
<Δ50> <Δ50>

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

（注）<　 >内は前回予想(10/29)からの増減

期　　末 期　末

未定 未定配 当 予 想

278.8277億kWh程度 
<Δ3>

280

未定 未定

未定 未定

販 売 電 力 量

売 上 高

89 66

170億円程度250億円程度 223 181

今 回 予 想 前回予想(10/29) 平成26年度実績

110億円程度 80億円程度

（営 業 収 益）

経 常 利 益

[参考]

項 目

〔連結〕

〔個別〕
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１．生産・販売の状況

(1)販売電力量比較表
(単位：億kWh)

平成27年度 平成26年度

４～12月 ４～12月

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

電 灯 52.6 53.6 Δ1.0 98.1% 

電 力 8.0 8.4 Δ0.4 95.6% 

電灯･電力計 60.6 62.0 Δ1.4 97.8% 

業 務 用 37.1 37.7 Δ0.5 98.6% 

産業用その他 99.1 99.2 Δ0.0 100.0% 

特定規模計 136.3 136.8 Δ0.6 99.6% 

196.9 198.8 Δ1.9 99.0% 

80.0 79.6 0.4 100.5% 

（注）小数第一位未満四捨五入

(2)発受電電力量比較表
(単位：億kWh)

平成27年度 平成26年度

４～12月 ４～12月

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

52.0 49.4 2.6 105.3% 

(105.8%) (104.2%) (1.6%)

159.4 170.3 Δ10.9 93.6% 

－ － － － 

0.0 0.0 Δ0.0 94.8% 

211.4 219.7 Δ8.3 96.2% 

12.8 10.0 2.9 128.6% 

Δ5.0 Δ6.6 1.6 76.0% 

Δ0.1 Δ0.1 0.0 88.2% 

219.1 222.9 Δ3.8 98.3% 
（注）小数第一位未満四捨五入

合　　　　　計

他　　　　　社

融　　　　　通

揚　　水　　用

新　エ　ネ

自  社  計

自
　
　
社

水　　　力

( 出 水 率 )

火　　　力

原　子　力

販 売 電 力 量 合 計

（再掲）大 口 電 力

前年同期対比

需要以外

の 需 要

特定規模
需 要

前年同期対比

特定規模

期 別

項 目

期 別

項 目
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２．連結決算

(単位：億円)

平成27年度 平成26年度

４～12月 ４～12月

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

(電気事業営業収益) (3,615) (3,729) (Δ114) (96.9%)

(その他事業営業収益) (362) (158) (203) (228.3%)

20 27  Δ6 75.2% 

3,998 3,915 82 102.1% 

3,645 3,575 70        102.0% 

91 148 Δ57      61.4% 

3,736 3,723 12 100.3% 

332 313 19 106.2% 

261 192 69 136.3% 

40 20        19        195.8% 

221       171       49        129.0% 

73 71 2 103.0% 

10 0 9 3,790.9% 

137 100 37 137.9% 
(注) 億円未満切捨

※1 電気事業には、卸供給事業者１社を含む。

※2 平成27年度より「少数株主利益」から「非支配株主に帰属する四半期純利益」に名称変更。

※3 平成27年度より「四半期純利益」から「親会社株主に帰属する四半期純利益」に名称変更。

※4 前年度末において、株式追加取得により、連結子会社化。

※5 前第１四半期末において、株式追加取得により、連結子会社化。

四 半 期 純 利 益

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

渇水準備金引当又は取崩し

税金等調整前四半期純利益

法 人 税 等 合 計

非支配株主に帰属する

経
常
費
用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

合　　　計

営 業 利 益

経 常 利 益

前年同期対比

経
常
収
益

売上高(営業収益) 3,977 3,888 89 102.3% 

営 業 外 収 益

合　　　計

期 別

項 目

 <連結対象会社>

 日本海発電(株)、北陸発電工事(株)、北電ﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ(株)、  (株)ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ富山

 北陸電気工事(株)、日本海ｺﾝｸﾘｰﾄ工業(株)、

 北陸通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(株)、北電情報ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ(株)、北陸ｴﾙﾈｽ(株)、

 北電産業(株)、日本海環境ｻｰﾋﾞｽ(株)、北電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)、

 (株)北陸電力ﾘﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、北電ﾊﾟｰﾄﾅｰｻｰﾋﾞｽ(株)

連 結 子 会 社 (13社) 持分法適用関連会社 (１社)

※5

※4

※1

※2

※3
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３．収支比較表（個別決算）

(単位：億円)

平成27年度 平成26年度

４～12月 ４～12月

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

電 灯 ・ 電 力 料 3,131     3,196     Δ65      98.0% 

(再ｴﾈ特措法賦課金) (251)      (120)      (130)      (207.8%)

そ の 他 519       575       Δ56      90.2% 

(再ｴﾈ特措法交付金) (157)      (103)      (53)       (152.0%)

< 売 上 高 > <3,629>    <3,746>    <Δ117>    (96.9%)

合　　　計 3,651     3,772     Δ121     96.8% 

人 件 費 327       377       Δ49      86.8% 

燃 料 費 725       892       Δ167     81.3% 

修 繕 費 417       450       Δ32      92.7% 

減 価 償 却 費 479       502       Δ22      95.5% 

購 入 電 力 料 480       416       64        115.5% 

支 払 利 息 84        98        Δ13      86.1% 

公 租 公 課 224       230       Δ5       97.4% 

そ の 他 713       649       63        109.8% 

(再ｴﾈ特措法納付金) (251)      (120)      (130)      (207.8%)

合　　　計 3,452     3,616     Δ163     95.5% 

264       275       Δ11      95.9% 

198       155       42        127.2% 

40        20        19        195.8% 

157       134       22        116.6% 

49        57        Δ7       86.6% 

107       77        30        138.9% 
(注) 億円未満切捨

※売上高とは、営業収益(電灯料､電力料のほか地帯間販売電力料､他社販売電力料､託送収益､

　事業者間精算収益､再ｴﾈ特措法交付金､電気事業雑収益､貸付設備収益､附帯事業営業収益)である。

前年同期対比

経
常
収
益

経
常
費
用

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

渇水準備金引当又は取崩し

税引前四半期純利益

法 人 税 等 合 計

期 別

項 目
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※平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

(％表示は、対前期増減率) 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 

通期 

百万円 

495,000 

％ 

Δ3.5 

百万円 

26,000 

％ 

Δ26.3 

百万円 

17,000 

％ 

Δ6.1 

百万円 

8,000 

％ 

20.2 

円 銭 

38.31 

 (注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
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○ 補足説明資料 

  平成27年度 第３四半期決算の概要 

北陸電力㈱（9505）平成28年３月期 第３四半期決算短信
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

ａ．全般の概況 

当第３四半期連結累計期間の収支につきましては、売上高（営業収益）は、電気事業におい

て、販売電力量が減少したものの、北陸電気工事（株）の連結子会社化などから、3,977億円

（前期比102.3％）となり、これに営業外収益を加えた経常収益は3,998億円（同102.1％）とな

りました。 

また、経常利益は、電気事業において、販売電力量の減少や石炭火力発電所の稼働減はあっ

たものの、水力発電量の増加や設備関連費の減少などから、261億円（同136.3％）となりまし

た。 

これに、渇水準備金を引き当て、法人税等を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純

利益は137億円（同137.9％）となりました。 

 

 

ｂ．セグメント別の業績 

（ａ）電気事業 

当第３四半期連結累計期間の販売電力量につきましては、電灯及び業務用は、11 月・12 月の

気温が前年を上回ったことによる暖房需要の減少などから、前年同期を下回りました。産業用

その他は、前年同期なみとなりました。 

この結果、販売電力量は196億89百万キロワット時（うち特定規模需要136億25百万キロ

ワット時）となり、前年同期と比較しますと1.0％の減少となりました。 
供給力につきましては、出水率が105.7%となり、志賀原子力発電所１・２号機が停止中で

あったものの、供給設備全般にわたる効率的運用に努めました結果、期を通じて安定した供

給を維持することができました。 

収支につきましては、売上高は、販売電力量が減少したことなどから、3,620億円（前期

比96.9％）となりました。 

また、営業利益は、販売電力量の減少や石炭火力発電所の稼働減などから、267億円（同

96.6％）となりました。 

 

（ｂ）その他 

売上高は、北陸電気工事（株）の連結子会社化などから 695 億円（前期比 174.1％）、営業費用

は632億円（同173.5％）となりました。 

この結果、営業利益は63億円（同180.4％）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

ａ．資産の状況 

資産合計は、前連結会計年度末に比べ 148 億円減の１兆 4,645 億円（前期末比 99.0％）となりま

した。これは、減価償却が進行したことなどにより固定資産が減少したことなどによるものです。 

 

ｂ．負債の状況 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ 156 億円減の１兆 1,196 億円（前期末比 98.6％）となりま

した。これは、買掛金や未払税金の減少などによるものです。 

 

ｃ．純資産の状況 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億円増の 3,449 億円（前期末比 100.2％）となりました。

これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上などによるものです。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

10月29日に公表した通期予想値を修正いたしました。 

 

販売電力量につきましては、暖冬影響による暖房需要の減少などから、277億キロワット時程度

（前期比99％程度）と、前回公表値から３億キロワット時下方修正いたしました。 

 
連結売上高（営業収益）につきましては、販売電力量の減少などを踏まえ、前回公表値から50億

円下方修正いたしました。 

利益予想につきましては、これまで未定としておりましたが、最近の需給状況などを踏まえ、予

想値を算定いたしました。営業利益は340億円程度、経常利益は250億円程度、親会社株主に帰属す

る当期純利益は110億円程度になるものと見込んでおります。 

 

期末の配当予想につきましては、通期の業績などを慎重に見極めていく観点から、引き続き未定

としております。 

 

［主要諸元］ 

 今回予想値 前回予想値 

販売電力量（億kWh） 

 ［前期比］ 

277程度 

［99%程度］ 

280程度 

［100%程度］ 

為替レート（円/ドル） 121程度 123程度 

原油ＣＩＦ（ドル/バーレル）  50程度  55程度 

 

 （参考）変動影響額              （億円程度） 

 通 期 

為替レート（１円/ドル） ７ 

原油ＣＩＦ（１ドル/バーレル） ４ 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計

基準」という。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。

以下「連結会計基準」という。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成 25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。)等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配

が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するととも

に、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更した。また、第１四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の

配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に

変更する。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変

更を行っている。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度

については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っている。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５

項(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連

結会計期間の期首時点から将来にわたって適用している。 

なお、この変更に伴う影響は軽微である。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はない。 

 

（４）セグメント情報 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

（単位：百万円） 

 

報告 

セグメント 
その他 

(注)１ 

合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)３ 

電気事業 

売上高      

 外部顧客への売上高 
361,568 36,223 397,791 － 397,791 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 

478 33,328 33,806 Δ33,806 － 

計 
362,046 69,551 431,597 Δ33,806 397,791 

セグメント利益 
26,713 6,338 33,051 191 33,243 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力設備等の保守、 

電力関連施設の運営・管理、建設工事の受託・請負、電力設備等の資機材等の製造・販売、 

不動産管理、情報・通信事業、会員向けサービス、土木・建築工事の調査・設計、環境調査、 

エネルギー、電気工事などの事業を含んでいる。 

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去である。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、「企業結合に関する会計

基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基準」という。)、「連結財務

諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。)

及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。)等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対す

る当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計

年度の費用として計上する方法に変更した。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半

期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更する。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項(4)、連結会計基準第 44－５項

(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会

計期間の期首時点から将来にわたって適用している。 

なお、この変更に伴う影響は軽微である。 

 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はない。 
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